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項企業債償還金につきましては、前年度対比

2.7％、676万6,000円増の２億5,833万9,000円

を予定し、資本的支出合計で３億3,836万2,000

円を計上しております。 

 以上が平成29年度長井市水道事業会計予算の

概要でございます。よろしくご審査賜りますよ

うお願い申し上げます。 

 

 

 平成２９年度長井市各会計予算案に 

 関する総括質疑 

 

 

○蒲生光男委員長 概要の説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 ここで、総括質疑の発言通告がありますので、

順次ご指名いたします。 

 

 

 鈴木富美子委員の総括質疑 

 

 

○蒲生光男委員長 順位１番、議席番号６番、６

鈴木富美子委員。 

○６番 鈴木富美子委員 通告書に従いまして質

問させていただきます。 

 初めに、雇用対策事業についてお伺いいたし

ます。補助金が有効に生かされて雇用に寄与す

ることを願いまして質問させていただきますの

で、よろしくお願いします。 

 一般会計予算の歳出の５款労働費、１項労働

諸費002雇用対策事業の予算総額180万円につい

てお伺いいたします。 

 内容は、長井高等職業訓練事業補助金、職業

訓練法人長井職業訓練協会に対する職業訓練事

業補助金とあります。商工観光課長にお伺いい

たします。平成28年度の予算は280万円計上さ

れておりましたが、今年度29年度予算では180

万円となっております。100万円減額された理

由は何でしょうか。また、この職業訓練法人長

井職業訓練協会には、長井市以外に近隣市町よ

り補助金は交付されているのか、また、交付さ

れていた場合は幾ら交付されているのでしょう

か、お伺いいたします。 

○蒲生光男委員長 手塚慶一商工観光課長。 

○手塚慶一商工観光課長 昨年より100万円の減

額の理由ということでございますけども、一般

会計、５款労働費、１項労働諸費、１目労働諸

費の002雇用対策事業につきましては、平成28

年度予算が280万円に対しまして平成29年度予

算は180万円となっております。平成28年度予

算の内訳といたしましては、長井高等職業訓練

事業補助金180万円と求職者雇用奨励金100万円

となっています。平成29年度は求職者雇用奨励

金100万円について、事業が完了したことによ

り減額したものでございます。求職者雇用奨励

金につきましては、次のいずれかに該当する場

合に奨励金を交付するものです。 

 １つは、長井市内に雇用保険適用事業所を有

している事業者が平成25年度から平成27年度に

実施した長井市雇用創造協議会が主催するセミ

ナーを受講した求職者を平成27年10月１日から

平成28年８月30日までの間に雇用し、これは試

行的に雇用した場合も含みますが、その後６カ

月以上継続して雇用しているまたは雇用してい

た場合、もう一つは、当事業者が長井市雇用創

造協議会が主催するセミナーを受講した後に、

これは就職面談会への参加も含みますが、求職

者を６カ月以上継続して雇用している、または

雇用していた場合に交付の対象となるものです。 

 長井市雇用創造協議会は、平成27年度をもっ

て解散し、求職者雇用奨励金についても平成28

年度限りの事業となることから、平成29年度に

つきましては職業訓練法人長井職業訓練協会へ

の長井高等職業訓練事業補助金180万円のみと

なったものでございます。 
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 次に、近隣市町からの補助金はあるのかどう

かにつきましてでございますが、職業訓練法人

長井職業訓練協会への長井市以外の近隣市町か

らの補助金が交付されているのかにつきまして

は、長井市、白鷹町、飯豊町でそれぞれ協議を

行い、長井市からは180万円、白鷹町と飯豊町

からはそれぞれ50万円の補助金が交付されてい

ます。 

○蒲生光男委員長 ６番、鈴木富美子委員。 

○６番 鈴木富美子委員 ただいまお話があった

雇用創造協議会ですけども、もしわかるんでし

たらセミナーの回数、また、それを受けられた

延べ人数などもわかれば教えていただきたいと

思います。また、雇用されている会社も何件か

あると思うんですが、わかる範囲で教えていた

だきたいと思います。 

○蒲生光男委員長 手塚慶一商工観光課長。 

○手塚慶一商工観光課長 雇用創造協議会で実施

いたしましたセミナーの種類と回数、そして受

講した求職者などの人数でございますけども、

求職者向けのセミナーにつきましては、平成27

年度、７種類で16回開催し、求職者等230人で

ございます。また、事業者向けのセミナーにつ

いては６種類で12回開催しまして、160社の参

加を得たところでございます。 

 また、求職者雇用奨励金の交付実績でござい

ますけども、平成28年度の実績としましては４

事業所で５人でございます。 

○蒲生光男委員長 ６番、鈴木富美子委員。 

○６番 鈴木富美子委員 雇用創造協議会で行っ

たのは、十分な成果があったと課長は捉えてい

るわけですよね。 

○蒲生光男委員長 手塚慶一商工観光課長。 

○手塚慶一商工観光課長 はい、成果があったと

いうふうに認識しております。 

○蒲生光男委員長 ６番、鈴木富美子委員。 

○６番 鈴木富美子委員 そうしましたら、28年

度に近隣市町より補助金をいただいていると、

今、飯豊町さん50万円、白鷹町さん50万円とお

っしゃいましたが、白鷹町と飯豊町からの生徒

はいらっしゃったんでしょうか。 

○蒲生光男委員長 手塚慶一商工観光課長。 

○手塚慶一商工観光課長 28年度現在の普通課程

の生徒さんについては、長井市からの１名でご

ざいます。 

○蒲生光男委員長 ６番、鈴木富美子委員。 

○６番 鈴木富美子委員 次に進みたいと思いま

す。 

 長井職業訓練協会の決算書の内容確認はどこ

の所管で行っているんでしょうか、お伺いいた

します。職業訓練校は、失業中の人が再就職の

ためにスキルや資格を身につけるところで、管

轄は独立法人雇用・能力開発機構となっており

ますが、長井職業訓練校の場合はどのようにな

りますか。また、長井市での確認はどのように

行っているのでしょうか、お伺いいたします。 

○蒲生光男委員長 手塚慶一商工観光課長。 

○手塚慶一商工観光課長 決算書の確認の件でご

ざいますが、長井職業訓練協会の決算書の内容

確認につきましては、当協会については法人組

織でございますので、内部監査を行い、総会に

おいて承認を受けております。また、補助を受

けている県に対しましては、総会議案書ととも

に実績報告書を提出して確認を行っていただい

ております。また加えまして、県から年２回、

実地確認も受けておりますし、また、県では３

年に１回、長井職業訓練協会のほうにも赴いて

業務検査を実施しております。本年度につきま

しては、この３月10日に当該検査を受けており、

会計状況や規程などの書類検査を受けたところ

でございます。そして長井市での確認状況につ

きましては、事業終了後、収支計算書、職業訓

練実施状況などを添付した実績報告書を受けま

して、決算書などについて確認しているところ

でございます。 

○蒲生光男委員長 ６番、鈴木富美子委員。 
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○６番 鈴木富美子委員 生徒の数が減っている

ということもありますけども、生徒の数にかか

わらずその補助金、県もですが、補助金は変わ

らないんでしょうか、その点についてお伺いい

たします。 

○蒲生光男委員長 手塚慶一商工観光課長。 

○手塚慶一商工観光課長 県からの運営に関する

補助金につきましては、３名までは一定の補助

金が出るというふうに聞いております。また、

長井市、白鷹町、飯豊町につきましても、先ほ

ど申し上げた補助金の金額ということで考えて

おります。 

○蒲生光男委員長 ６番、鈴木富美子委員。 

○６番 鈴木富美子委員 わかりました。 

 次に入らせていただきます。 

 長井高等職業訓練校については、昭和42年設

立で、普通課程として、木造建築科、建築板金

科、短期課程として、情報処理科、監督者訓練、

表具科、左官科、経営管理科、依託訓練、ＯＡ

システム科、建築リフォーム科などインターネ

ットの資料にありますが、現在の在校生の科目

及び人数がわかりましたら教えていただきたい

と思います。また、平成29年度に新規の訓練生

として入校予定者はいるのかもあわせてお伺い

いたします。 

○蒲生光男委員長 手塚慶一商工観光課長。 

○手塚慶一商工観光課長 現在の科目及び生徒数、

29年度の生徒数の見込みに関してでございます

けども、平成28年度の在校生につきましては、

普通課程、木造建築科の２年生が１名でござい

ます。平成29年度につきましては、同じく普通

課程、木造建築科に２名の申し込みを受けてい

るというふうにお聞きしております。また、現

在、短期課程におきましては、パソコンのワー

ドの活用、これが３月９日から同月23日まで、

同じくパソコンのエクセルの活用についても３

月８日から同月23日の期間で講習を実施してい

る状況でございます。 

○蒲生光男委員長 ６番、鈴木富美子委員。 

○６番 鈴木富美子委員 今パソコンは始まった

ようですけども、パソコンに関してですが、例

えばパソコンなどは社団法人日本商工会議所な

どで行っているビジネスキーボード検定試験、

キータッチ2000テスト、日商パソコン検定試験

など各団体で行っている検定試験がありますけ

ども、この訓練校で行っているパソコンに対し

て、ここで学んで取れる資格があるのでしょう

か、わかれば教えていただきたいと思います。

それに対して、今の検定なんですが、また、現

在の求職状況とマッチングしているのかもあわ

せて産業参事にお伺いいたします。 

○蒲生光男委員長 谷澤秀一産業参事。 

○谷澤秀一産業参事 訓練校で取れる資格はある

のかというふうなことで、お答えしたいと思い

ます。 

 長井高等職業訓練校は、国が定める職業能力

開発促進法に基づいて山形県の認定を受けた職

業訓練法人です。この職業訓練の種類として、

長期間の訓練課程を持つ普通課程、それから短

期の訓練課程の短期課程という２つの課程があ

ります。まず普通課程ですが、２年間の訓練を

受けまして、技能照査、いわゆる卒業試験であ

りますが、これに合格しますと、１つは、技能

士補という称号が与えられます。２つ目に、技

能検定２級を受験する場合、学科試験が免除さ

れるということがあります。それから３つ目で

すが、在学中に実務経験によって技能検定各等

級の受験が可能になるということ、それから４

つ目ですが、修了後６年間の実務経験によりま

して職業訓練指導員免許、この免許を取得する

ことができるということでございます。 

 もう一つ、短期課程のほうでございますが、

情報処理科のパソコンの操作、パソコンの応用、

あと表具科の技術講習、左官科の新建材工法、

建築大工の技能士受験などがあります。認定職

業訓練の修了者につきましては、国の認定を県
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知事が代行して認定を行って、そうしますと、

技能検定を受ける場合に有利に取り扱われると

いうことと、あともう一つは、履歴書のほうに

資格取得と同様に記載できるということでござ

います。ですので、鈴木委員おっしゃいます日

本商工会議所で行っているような資格、これを

直接取れるかというと、直接ではないんですが、

いろいろ特典が与えられるということになりま

す。 

 それから、２つ目の再就職のときにスキルや

資格を身につけることができるか、あと、現在

の求職状況とマッチングしているかというふう

なことでありますが、まず普通課程の職業訓練

は、事業主に雇用されている労働者が対象とい

うふうになっております。一方、短期課程の職

業訓練については、次の５つの分類で受講され

るということになっておりまして、その５つの

分類というものは、１つは、中小企業主に雇用

されている者、あと２つ目は、未就職卒業者な

どの就職希望者、あと３つ目が、45歳以上の中

高年齢者で再就職を希望している方、あと４つ

目は、出産・育児の終了者で職場復帰を希望さ

れている方、あと５つ目は、建築大工、左官な

どのひとり親方などであって、労働者災害補償

保険法第33条の規定に基づく特別加入者などと

いうふうな５つの分類でその受講ができるとい

うことでありますので、再就職のためのそうい

った勉強というか、それはすごく役立っている

のではないかなというふうに思います。 

 求職状況とのマッチングですが、ハローワー

クのほうを訪れる求職者の希望する職業で一番

高いものというのが、運搬・清掃業の職業、そ

してそれに次いで、生産工程の職業と事務的職

業、それから次がサービスの職業、そして専門

的、技術的職業、販売の職業などというふうな

順序になっているということです。こういった

ことを勘案しますと、情報処理科で行っている

パソコンの操作とかパソコンの応用など、こう

いったものは求職の状況ともマッチングして役

立っているのではないかなというふうに思われ

るところでございます。 

○蒲生光男委員長 ６番、鈴木富美子委員。 

○６番 鈴木富美子委員 ありがとうございます。 

 雇用に関しては、せっかく補助金を長井市も

出しているわけですから、情報を的確にわかる

ように長井市でもお手伝いできるのではないか

と思いますが、参事、いかがですか。情報を発

信できるような、訓練校そのものは、あるとわ

かるんですけど、それって皆さんが広くわかっ

てるどうかについてちょっとお伺いしたいんで

すけど。 

○蒲生光男委員長 谷澤秀一産業参事。 

○谷澤秀一産業参事 ＰＲ、広報というふうなこ

とで、まだ不足している部分もやはりあるとい

うふうにも思われますので、こちらからも各関

係機関あるいは事業所さんのほうへも働きかけ

しながら、情報をどんどん市民の方にも提供し

ていくというふうに考えていきたいと思います。 

○蒲生光男委員長 ６番、鈴木富美子委員。 

○６番 鈴木富美子委員 ぜひよろしくお願いし

ます。 

 最後に、市長にお伺いいたします。 

 長井高等職業訓練校に関しての所管が、独立

行政法人雇用・能力開発機構となった場合、職

訓校での開催は厳しいかもしれませんが、長井

の伝統のものづくり伝承のために、例えば金井

神ほうきや、長井紬の後継者問題が現実となる

前に後継者育成のために長井市として支援する

必要が出てくるのではないでしょうか。今回の

観光交流センター川のみなと長井がオープンす

るわけですが、その中に、地元名産品としてさ

まざまな種類のほうきや長井紬で作成した小物

を販売することや、ふるさと納税を利用して販

路を拡大することを行い、後継者が育ちやすい

環境づくりも必要と思いますが、訓練校との関

連は市長はどうお考えになりますでしょうか。 
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○蒲生光男委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 谷澤産業参事のほうからありましたように、

長井高等職業訓練校の普通科というのは非常に

特殊な学校だと。というのは、建築大工、左官

とか、そういった後継者がなかなか育たない業

種に限られてるんですね。委員からありました

雇用・能力開発機構の所管でもございません。

それで、ただ、短期課程については、先ほど来、

産業参事あるいは商工観光課長からありました

ように、職を求める方のためのスキルアップな

どの短期の講座は、これはできるということで

す。したがいまして、ちょっと似てるのは、山

形工科短期大学校なんですね。結局この長井高

等職業訓練校についても、法人組織があるわけ

ですね。それがひとり親方の方たちが会員とし

て入ってまして、ひとり親方だけではないんで

すけども、建築工務店の、あるいは左官とか建

具屋さんとかが入ってその法人をつくって、そ

してその法人のいわゆる働いている人をそこの

普通科で学ばせるということなんです。同じよ

うに山形工科短期大学校も、建築業で雇用した

社員が給料をもらいながらそこで学べる、ちょ

っと似てるんですね。ただし、業種がこれ特定

されてるんですね。 

 私どもも、長井の高等職訓校のほうに、長井

は製造業のまちだから、例えば建築のほうも重

要だけども、電子あるいは金属機械加工とか、

そういった部門はできないんですかと、あるい

はロボット産業とか、そういうのはできないん

ですからと言ったら、できないんですよね。し

たがいまして、鈴木委員がおっしゃるのはごも

っともで、金井神の伝統的なほうきであったり、

あるいは長井紬についても、これ何としても、

もっと学びたい、あるいは将来自分の職業にし

たいという方もいらっしゃると思いますので、

それらについては別途考えていかなきゃいけな

いと。この職訓校はまた別のものだと。しかも、

これ私どもは補助金を出してるだけで、県が認

める、あるいは国の制度を使ってやっているも

のですから、これについては、私どもとしては、

連携することは重要なんですが、金井神のほう

きですとか長井紬は、私ども、商工会議所とか、

あるいは長井紬でしたら、もう協同組合はなく

なりましたけども、機屋さんもいらっしゃるわ

けですし、そういったところと連携をしながら

新たな体制を構築していく必要があるんじゃな

いかなというふうに考えます。 

○蒲生光男委員長 ６番、鈴木富美子委員。 

○６番 鈴木富美子委員 組織のことを教えてい

ただきまして、ありがとうございました。市長

がおっしゃられたように、ぜひ伝統のものづく

り伝承にも行政の援助が必要だと私も思います

ので、今年度、伝統産業承継支援補助金等に20

万円だけついてましたが、その辺のところをも

う一度考えていただいて、ぜひこれは続けて力

を入れていただきたいと思いますので、よろし

くお願いします。 

 続けていいですか。 

○蒲生光男委員長 ここで、昼食のため暫時休憩

いたします。再開は午後１時といたします。 

 

 

   午前１１時５８分 休憩 

   午後 １時００分 再開 

 

 

○蒲生光男委員長 休憩前に復し、午前に引き続

き鈴木富美子委員の総括質疑を続行いたします。 

 鈴木富美子委員。 

○６番 鈴木富美子委員 午前中に引き続きまし

て質問させていただきます。 

 ２番目の宅地開発事業について質問させてい

ただきます。 

 長井市では、第２弾となる宅地開発事業の成

功をお願いまして、順次質問いたしますので、
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ご答弁よろしくお願いいたします。 

 宅地開発事業特別会計、歳出の１款２項１目

の宅地造成費、001宅地造成費に計上されてい

る460万円についてお伺いいたします。 

 旧はなぞの保育園と旧すみれ学園の用地を宅

地に造成すると伺っておりますが、全体の広さ

と販売予定の区画は何区画か、また、１区画の

面積について建設参事にお伺いいたします。 

○蒲生光男委員長 青木邦博建設参事。 

○青木邦博建設参事 お答えいたします。 

 みずはの郷に次ぐ宅地開発事業の検討として、

昨年度から４回にわたりまして長井市宅地開発

事業計画検討委員会で協議を行ってまいりまし

た。検討委員会では、立地条件や購買ニーズ、

事業の妥当性など、さまざまな角度から検討が

なされ、候補地の中で一番条件が整っている長

井市花作町地内、旧はなぞの保育園跡地が最良

の開発地として選定されたところでございます。

開発予定地でございますが、都市計画区域内の

第一種低層住居専用地域にありまして、面積は

旧すみれ学園の敷地を含めて2,061.16平方メー

トル、約625坪でございます。区画数は８区画

で、１区画当たり約80坪を予定しております。 

○蒲生光男委員長 ６番、鈴木富美子委員。 

○６番 鈴木富美子委員 工事請負費の中に252

万4,000円計上されておりますが、どんな工事

を予定しているんでしょうか。また、この工事

費の中には、旧すみれ学園の解体費も含まれて

いるのでしょうか、建設参事にお伺いします。 

○蒲生光男委員長 青木邦博建設参事。 

○青木邦博建設参事 お答えいたします。 

 宅地開発事業特別会計当初予算へ宅地造成費

といたしまして460万円を計上しておりますけ

れども、このうち工事請負費252万4,000円につ

きましては、旧すみれ学園の解体の工事でござ

います。この解体箇所の敷地面積も含めた用地

で宅地開発事業の計画をしているところでござ

います。 

○蒲生光男委員長 ６番、鈴木富美子委員。 

○６番 鈴木富美子委員 予定されている用地の

隣接北側の市道花作１号線ですか、東側が花作

２号線、南側が花作３号線なんですけども、そ

の延長と延長合計、また、それぞれの幅員を教

えていただきたいと思います。それと、みずは

の郷の幅員はどうなんでしょうか、建設参事に

お伺いします。 

○蒲生光男委員長 青木邦博建設参事。 

○青木邦博建設参事 お答えいたします。 

 このエリアにつきましては、昭和59年に土地

開発分譲団地としまして約１万2,000平米整備

された区域の中でございます。北側市道につき

ましては、花作１号線と申しまして、総延長が

135.7メートル、全体幅員12メートルで、うち

車道部が７メートル、両側に幅員2.5メートル

の歩道がございます。東側の市道につきまして

は、花作町２号線で延長が113.7メートル、全

体幅員が９メートルでございまして、車道部が

６メートル、両側に幅員1.5メートルの歩道が

ございます。南側の市道は花作町３号線で、総

延長が88.5メートル、幅員は車道部のみで６メ

ートルでございます。３路線の総延長の合計が

337.9メートルとなっております。 

 また、みずはの郷のほうの開発事業にあわせ

て整備しました市道、台町北２号線から台町北

５号線の４路線につきましては、いずれも幅員

が６メートルの歩道のない道路でございます。 

○蒲生光男委員長 ６番、鈴木富美子委員。 

○６番 鈴木富美子委員 私、以前、はなぞの保

育園に孫の送り迎えをしていたことがありまし

て、あそこの道路は本当に雪が多くて大変な道

路でした。それは、道路の西側が田んぼだと思

いましたけど、田んぼのために吹きさらしで雪

のたまりやすい道路でないかなと思っておりま

す。早朝に除雪なされると思うんですけど、送

りに行ったときは、また雪でいっぱいになって

おりまして、１号線から３号線まで消雪にする
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ことはできないのかなと思っておりました。特

に今、お聞きしたところ、花作３号線は幅員が

狭いようですけど、重機がきれいに雪が掃ける

のかなと心配です。 

 今、花作１号線から３号線までの延長をお聞

きしたら、337.9メートルですよね。地下水の

くみ上げのポンプで１本当たり500メートルの

消雪道路用の水を賄えるとお聞きしております。

花作１号線の一番奥は西のほうになりますけど、

市営花作団地がありますね。この団地には母子

世帯や高齢者だけの世帯が多いと聞いています。

母子世帯や高齢者だけの世帯に雪は大敵だと思

います。消雪道路化は、子育て支援や高齢者の

定住対策にもなると思います。せっかく宅地開

発をしていただいて造成をして販売をするわけ

ですので、花作１号線から３号線まで消雪道路

にしないと、みずはの郷とのバランスはとれな

いのでないでしょうか。また、販売いたしたと

しても、消雪道路でないと売れ残ってしまうと

いう心配が予想されます。民間業者で宅地造成

した消雪道路のある館町南の宅地は完売してい

るように聞いております。また、同じ民間業者

で宅地造成した消雪道路のない中道の宅地は、

まだ売れ残っています。みずはの郷は消雪道路

をつくり、大変好評で完売しました。私は、第

２弾となる宅地開発にも成功していただき、定

住人口の確保に努めてもらいたいと思いますが、

市長のお考えをお聞きしたいと思います。 

○蒲生光男委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 鈴木委員おっしゃるように、や

はり民間でなさってるところなども売れ行きが

早いっていいますか、好評なのは、消雪道路を

整備されたところだというのは、おっしゃると

おりだと思います。それで、みずはの郷につい

ては、都市再生整備事業で最初から行っており

ましたもんですから、補助を受けての消雪とい

うことで宅地の価格に大幅なその部分を付加す

るということが少なくて済んだんですが、今回

の場合は８区画ということなんですが、ぜひ次

の都市再生整備事業で大区画をやるべきだと思

っております。この長井の周辺ですと、特に飯

豊町も定住のためのちょっと大きい団地を造成

したいという話がありますし、あと川西町は、

置賜総合病院のところに９ヘクタールの大変大

規模な開発をされるということで、私どもとし

ては、これを補助事業をしないでやることはか

なり難しいと。結局価格にはね返ってしまうと

いうふうに考えてます。 

 このたびの鈴木委員のご提案、ご提言でござ

いますけれども、おっしゃることはよくわかり

ますが、もともと８地区を販売するとしても、

市道を新たに切るんではないんですね。今まで

の市道を使ってやるということなもんですから、

なおかつ補助事業ではできないということもあ

りまして、単独でせざるを得ないと。その際に、

市内、それこそ何十カ所もぜひ消雪をというこ

とで要望書が上がっておりますが、そういった

ところを後回しにして、これ市が宅造するんだ

からって、既存の市道を消雪化するというのは

なかなか理解が得られないだろうということと、

もしその市道を消雪化した経費が、やはり

3,000万円とか4,000万円とかかかるわけですね。

それを８区画に付加するというのは不可能です

ので、したがいまして、おっしゃることはよく

わかるんですが、今回は難しいのかなというふ

うに思っておりまして、消雪道路については、

やはり中道地区とか、あるいは29年度は清水町

とか成田とか一部市の単独事業あるいは別の社

会資本整備総合交付金事業などで採択を受けよ

うとしてやってますが、それは今回の都市再生

整備事業が基幹事業である観光交流センターの

着工がおくれたためできなかったんですね。で

すから次回はそういうことのないようにしなが

ら、そのときに必要な市民の皆様の要望すると

ころとあわせて検討していかなきゃいけないと

思います。おっしゃるとおりだと思うんですが、



 

―２９８― 

残念ながら現状では難しいのかなというふうに

考えているところです。 

○蒲生光男委員長 ６番、鈴木富美子委員。 

○６番 鈴木富美子委員 この宅地に関しては、

予定はいつごろなさる予定なんでしょうか。 

○蒲生光男委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 先ほど産業参事からありました

ように、宅地造成の検討委員会というのを開い

ていただいておりまして、採算的にあそこが一

番いいだろうということで、今回予算を29年度

の予算に計上させてもらったんですが、実はか

なり要望がありまして、宅地がないかと、ない

ということだったら、ほかのまちに行くという

ような声まで聞こえてて、そんなことなもんで

すから、まずは８区画すぐできるところをとい

うことで考えておりますので、できるだけ早く、

できますれば秋ぐらいにできればありがたいな

というふうに思ってますが、この辺の状況は、

やはり周りの方々に説明したりとか、あと取り

壊しもしなきゃいけないので、そういったこと

も含めながらできるだけ早く販売できるように

したいと考えてます。 

○蒲生光男委員長 ６番、鈴木富美子委員。 

○６番 鈴木富美子委員 それでしたら、消雪は

難しいって今、市長がおっしゃいましたけど、

やっぱりあの道、すごく大変です。よほどまめ

に除雪してもらわないと、どんな方が入られる

かわかりませんが、その辺やはりきちっとした

対応をしていただきたいと思いますので、ぜひ

消雪にできればしていただきたいなという希望

を持ってますので、よろしくお願いします。 

 あと、前に市長が、北のほうにも宅地を造成

をする必要があるんじゃないかというお話をさ

れたことがありますが、今もそのお考えはある

のか、お聞きしたいと思います。 

○蒲生光男委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 おっしゃるとおり、みずはの郷

の北側ということですよね。じゃなくて、そう

ですか、北中学区ということですね。北中学区

で実は検討委員会の皆様に、清水町やら幸町や

らいろいろ分譲できるような用地が少し確保で

きるということで検討いただいたんですが、採

算性の問題とか、あと場所の問題とかでなかな

か適地ではないという判断でございました。 

 ただ、これは今回のように急遽やる場合であ

りまして、大規模でする際は当然補助事業で私

どもは行いたいと。今、補助事業でできるのは、

区画整理以外でしたら、やはりみずはの郷のよ

うに、社会資本整備関係の都市再生整備事業で

すね、そういったものをかけ合わせて道路の整

備をしたり、水路とか、あるいは近くに河川が

あったりしたら河川改修もしなきゃいけないと

いうことで多額の費用がかかりますので、そこ

に補助事業であれば比較的安価な市民が十分買

えるような金額で分譲できるのかなと。その際

でしたら消雪なども検討していかなきゃいけな

いというふうに思っております。北中学区も、

まずは中央地区ということでしてるんですが、

中央地区は適地がないとすれば、中央地区以外

も検討に入らなきゃいけないだろうというふう

に思ってます。 

○蒲生光男委員長 ６番、鈴木富美子委員。 

○６番 鈴木富美子委員 なかなか宅地の問題は

難しいと思いますし、財政も決まっているとい

う市長の話はわかりますが、先ほど市長のお話

の中で、川西町にも開発される予定があるとい

う話、先日山形新聞に出ましたけども、長井市

の宅地のことを考えていただいて定住していた

だくような施策をとっていただきたいと思いま

す。消雪、大変でしょうけど、長井市は水が豊

富なので、その辺に力を入れまして、ぜひ補助

金を見つけながら雪に対応できる住みやすい宅

地をつくっていってほしいと思います。もう一

回、市長にご答弁聞いていいですか。よろしく

お願いします。 

○蒲生光男委員長 内谷重治市長。 
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○内谷重治市長 北中学区も西根につくってほし

いというふうな、正式に文書ではいただいてま

せんが、いろんなところでご要望、ご提言いた

だいておりますし、南中学区は伊佐沢地区でも

ぜひということで、これはもう地区長会連合会

のほうから文書でもいただいてます。そういう

ことで、バランスをとりながら、また議会の皆

様とも相談しながら、その際には、消雪の工事

費が問題なわけですが、消雪のこれはまず必須

条件の一つだと考えておりますので、そういっ

たことも踏まえながら検討してまいりたいと思

います。 

○蒲生光男委員長 ６番、鈴木富美子委員。 

○６番 鈴木富美子委員 よろしくお願いします。 

 以上で私の質問を終わります。ありがとうご

ざいました。 

 

 

 内谷邦彦委員の総括質疑 

 

 

○蒲生光男委員長 次に、順位２番、議席番号４

番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 通告書に従いまして質問

させていただきますので、よろしくお願いいた

します。 

 最初に、10款教育費、２項小学校費、２目教

育振興費、001教育振興事業について学校教育

課長に伺います。 

 教育振興事業の中にある探求型学習用理科教

材年間ライセンス料142万円、７万3,000円掛け

る３学年掛ける６校掛ける1.08について伺いま

す。 

 昨年発生している教材インストール手数料25

万8,000円、学習用理科教材94万6,000円の合計

金額120万4,000円と年間ライセンス料を比較し

た場合、ライセンス料が高くなっているのです

が、理由はあるのでしょうか。また、昨年、教

材をインストールしたのは３学年６校分なのか、

学習用理科教材に関しても３学年６校分なのか、

あわせてライセンス料は毎年発生するのか、教

えてください。 

○蒲生光男委員長 鈴木博郎学校教育課長。 

○鈴木博郎学校教育課長 ただいま小学校費での

探求型学習教材についてのご質問でございまし

た。 

 28年度の探求型学習理科教材につきまして、

ライセンス料がインストール料よりも高くなっ

ている理由ということでございますけれども、

ライセンス料の教材開発でございますが、教材

は短期間でできるものではございませんで、長

年をかけて開発する教材でございます。その教

材開発に対して教材業者が算定したものであり

ます。インストールにつきましては、パソコン

のリース契約をしている別業者が行っておりま

す。したがいまして、結果的にインストールの

経費のほうが安くなっております。 

 また、本教材は４年生から６年生まで活用し

ておりますけれども、28年度分は小学校４年生

につきまして、まだ教材開発中の年度でござい

まして、業者からの無償提供でありました。29

年度は４年生から６年生までの３学年分、６校

分となっています。なお、ライセンス料につい

てですが、毎年発生いたします。 

○蒲生光男委員長 ４番、内谷邦彦委員。 

○４番 内谷邦彦委員 ありがとうございました。 

 同様に、中学校でも探求型学習用理科教材年

間ライセンス料60万3,000円、９万3,000円掛け

る３学年掛ける２校掛ける1.08で同じようにイ

ンストール手数料と理科教材費よりもライセン

ス料が高くなっているというのは同様の理由で

構わないのか、確認をお願いいたします。 

○蒲生光男委員長 鈴木博郎学校教育課長。 

○鈴木博郎学校教育課長 今ご指摘のとおり、同

様の理由でライセンス料のほうがインストール

よりも高くなってものでございます。 


